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このタイトルの書き出しはどこかで見た気が・・・と思われた方もいらっしゃると思いますが  

思いつきラボ  No.78 2016 年  12 月  15 日号で「児童向け高視認性安全服の規格が制定されま

した・・・」という原稿を書いているのですが  また新たな団体規格が制定されました。今回

発行された規格は（公社）日本保安用品協会  が制定した規格となります。規格名と目的を   

紹介しますと  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

となっています。要は高リスクの作業者だけでなく中リスクレベル

や 低 リ ス ク レ ベ ル 対 象 の 軽 作 業 者 や 一 般 歩 行 者 に も 高 視 認 性 機能

の 衣 服 の 規 定 を 設 け る こ と に よ っ て 事 故 の 減 少 に つ な げ る こ とが

できるという考えになっています。  

 

 

 

ニッセンケン分室「思いつきラボ」 No.100 

一般利用者向け高視認性安全服の

規格が制定・・・ 

 

序文  

高視認性安全服の着用が必要とされる人々には， JIS T 8127 において規定

する高リスクレベルに対応する環境で作業する職業従事者以外に，高リスク  

レベル以外の環境で働く作業者，未就学児童・義務教育就業者・高齢者などの

交通弱者，二輪・自動二輪等乗用者，歩行者及びジョギング愛好者など，一般

の道路などの利用者がいる。  

明所及び暗所における車両，建機などの移動体からの視認性を高めるために

着用する高視認性安全服に規定する色並びに蛍光生地及び再帰性反射材の面積

などの要求事項については，JIS T8127 に比べより柔軟に対応する必要がある。

例えば，子供は体格に応じて蛍光生地及び再帰性反射材の使用可能な面積に  

制限があり， JIS T 8127 の要件から外れることもある。また，一般利用者は  

より多彩な色彩及びデザインを好むとも考えられる。  

この規格は，これらの幅広い要求に対応し，かつ，着用する衣服が高視認性

を維持することにより，利用者の道路上などにおける移動体からの安全を確保

することを目的として制定する。  

■  規格  No. JSAA2001 一般利用者向け高視認性安全服規格： 2017 

JSAA2001 規格書  

の表紙画像→  



 

 

2017.11.15 
 

一般財団法人ニッセンケン品質評価センター 〒111-0051 東京都台東区蔵前 2-16-11 (本部) TEL: 03-3861-2341 FAX: 03-3861-4280 WEB: www.nissenken.or.jp 

制定のいきさつを紹介しておきますと  2015 年  10 月  26 日に  JIS T 8127 高視認性安全服  の

規 格 が 制 定 さ れ た も の の も と も と が 道 路 作 業 従 事 者 や 鉄 道 保 全 管 理 者 を 対 象 と し た 作 業 服  

なので  一般の人たちを対象にしているわけではありません。社会全般の交通事故削減のため

に高視認性安全服規格を取り入れようと考えたときに  JIS T 8127 はそのままでは使いづら

いということでこの団体規格が作られました 。リスクレベルの高い作業従事者に限らず  軽  

作 業 者 や 通 常 の 生 活 で も 交 通 事 故 の 危 険 性 が 高 い と 考 え ら れ る 環 境 に も 高 視 認 性 安 全 服 が  

あればという声も挙がっており  欧州規格の「 EN 1150 高視認性安全服‐一般向け」を基本と

した  規格を望む声がつよくなってきました。 ISO 化の動きが見られない現状から（公社）  

日本保安用品協会が一般利用者向けの高視認性安全服の規格を作成しようというこ とになり

ました。 準備委員会は  JIS T 8127 の

制定後  まもなく検討が始まったのです

が  正式には  2016 年  12 月に第一回目

の 「 一 般 利 用 者 向 け 高 視 認 性 安 全 服   

原案作成本委員会」が開催されました。

本委員会の他に  いくつかの作業部会も

設 け ら れ  JIS 規 格 と 欧 州 規 格 な ど と  

比較しながらの作業となりました。 2017

年  夏 過 ぎ に は 原 案 が 完 成 し 運 営 規 則  

などの確認を  経て  2017 年  11 月  1 日

正式に発行されることになりました。  

 

JIS T 8127 高視認性安全服との違い・・・  

JIS T 8127 高視認性安全服との違いは  蛍光生地に関しては色数が規定色  8 色と推奨色  2 色

で現在のところ進められています。規定色の  8 色については  EN 1150 とほぼ同じ色度範囲で

蛍 光 グ リ ー ン  蛍 光 イ エ ロ ー グ リ ー ン  蛍 光 イ エ ロ ー  蛍 光 イ エ ロ ー オ レ ン ジ  蛍 光 オ レ ン ジ   

蛍光オレンジレッド  蛍光レッド  蛍光ピンクとなっています。推奨色は配色展開をする上で  

ブルー系の色も規定してほしいという要望から蛍光ブルーと蛍光バイオレットを参考色とし

て取り入れています。再帰性反射材は 360°どの角度からでも視認性を確保するという規定に  

留 め 必 ず し も 帯 状 の 再 帰 性 反 射 材 で な く て も  ロ ゴ や 図 柄 で も よ い と い う 判 断 に な っ て い  

ます。高視認性材料の最小必要面積も安全を担保できる範囲で少ない数値で設定し  子どもや

小さい 女性 サイ ズに も  対 応で きる よう に考え られ てい ま

す。子どもサイズへの対応や色数が増えたこと再帰性反射材

の使用 条件 に幅 を持 たせた こと で  製品 デザイ ンに 広が り

が出ると考えられます。  試験性能に関しては  JIS T 8127 

に ほ ぼ 合 わ せ る こ と で  高 視 認 性 材 料 自 体 の 性 能 評 価 が  

下がらないように配慮されています。この規格が発行されて  

一般の 利用 者に も高 視認性 安全 服の 効果 によっ て交 通事 故

からの被害者が少なくなることが望まれます。  
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色数が増えたことや再帰性反射材の幅の制限がなくなったこと  これは低リスクレベルでは

パイピングが有効であると判断したことによります。帯状の反射材が連続でなくてもよいこと

や  最少面積も少ない数値になっていることでデザイン性に広がりを持たせられる規格にな

っています。より安全なものという考えももちろん大切なことですが  なにもなかった衣服に

少しでも蛍光生地や再帰性反射材などの安全素材を  取り入れることで安全性が高まること

も基準に関係なく有効なことと思います。子ども服は可愛いことが優先しますし  高齢者向け

衣料は地味な嗜好性も考慮しないと買ってもらえませんので  この一般利用者向け高視認性

安全服規格はデザイナーの力量  センスが活かされることになります。  

 

高視認性安全服の関連規格  

高視認性安全服の関連規格は  

←規格書内  蛍光生地の色度図  

 

 ・ JIS T 8127 高視認性安全服    

    （一財）日本規格協会  2015 年 10 月 26 日発行  

 

 ・ JATRAS 001 児童向け高視認性安全服  

    （一財）日本交通安全教育普及協会  2016 年 12 月 15 日発行  

 

 ・ JATRAS 002 自転車通学者向け高視認性安全服  

    （一財）日本交通安全教育普及協会  2016 年 12 月 15 日発行  

 

 ・ JATRAS 301 児童向け高視認性安全服の関連商品  推奨規格  

         アイテム  1 ランドセルカバー  

         アイテム  2 ランドセルに取り付けるポーチ  

         アイテム  3 通園・通学時用レインウェア  

    （一財）日本交通安全教育普及協会  2017 年  8 月 25 日発行  

 

 ・ JSAA 2001  一般利用者向け高視認性安全服  

    （公社）日本保安用品協会      2017 年 11 月  1 日発行  
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となりました。  

 

短期間の間に関連規格が増えているのは  主要な団体が現実的には事故が多い現状に危機感

を抱き  交通事故削減や作業事故削減を望んでいるからなのです。まだ高齢者向けの対応や  

靴  か ば ん  帽 子  な ど の 雑 貨 関 連 の 規 格 作 成 を 望 む 声 も 多 く あ り ま す の で  こ れ か ら も  

規格作成や普及活動に積極的に取り組んでいきたいと思って おります。みなさまも御協力の  

ほどよろしくお願いいたします。  

 

 

                     原稿担当：竹中  直 （チョク）  

 

  

 


